
青年期の２０ 中年期の２０

No. 作者　『タイトル』 No. 作者　『タイトル』

1 福田恆存　『作家論』 1 谷崎潤一郎　『細雪』

2 大岡昇平　『俘虜記』 2 永井荷風　『断腸亭日乗』

3 三島由紀夫　『仮面の告白』 3 泉鏡花　『天守物語』

4 アンドレ・ジイド（ジッド）　『日記』 4 徳田秋声（聲）　『縮図』

5 ジャン・コクトー　 『阿片』 5 川端康成　『山の音』

6 トーマス・マン　 『魔の山』 6 シェイクスピア　『マクベス』

7 ノーマン・メイラー 　『裸者と死者』 7 チェーホフ　『手帖』

8 ヘンリー・ミラー　 『南回帰線』 8 ニーチェ　『偶像の黄昏』

9 ジョン・アップダイク　『走れウサギ』 9 ナボコフ　『ロリータ』

10 ジョン・ファウルズ　『コレクター』 10 カフカ　『変身』

11 ヘミングウェイ短篇集 11 吉本隆明　『擬制の終焉』

12 テネシー・ウィリアムズ　『欲望という名の電車』 12 磯田光一　『殉教の美学』

13 ジャン＝ポール・サルトル　『自由への道』 13 小島信夫文学論集

14 アルベール・カミュ　『手帖』 14 柄谷行人　『意味という病』

15 小林秀雄全集（創元社版） 15 山崎正和　『鷗外　闘う家長』

16 中村光夫　『戦争まで』 16 西尾幹二　『ヨーロッパ像の転換』

17 中原中也全集（創元社版） 17 河合隼雄　『宗教と科学の接点』

18 深沢七郎　『笛吹川』 18 金子光晴　『マレー蘭印紀行』

19 大江健三郎　『芽むしり仔撃ち』 19 アーウィン・ショー短篇集

20 江藤淳　『奴隷の思想を排す』 20 レイモンド・カーヴァー短篇集


